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２１世紀は環境の世紀といわれていますが，自然環境だ
けでなく社会環境にも多くの問題が生じています。輸入
を再開した米国産牛肉から牛海綿状脳症（BSE）の危険
部位である脊柱の混入が見つかり再び輸入禁止となった
ことは記憶に新しい出来事です。日本は食品の供給の大
部分を海外からの輸入に依存しており，多角的貿易交渉
など国際化は頂点に達しています。われわれの身近な生
活環境を自然科学の視点から理解するだけでなく，制度
や組織など社会環境からの視点を加えて理解することが
重要だと考えられます。
今回の特集は，各分野で活躍されている徳島大学の諸
氏に専門分野からとらえ，「環境と日常生活」と題し，
その現状と問題点を提起し，調和のとれた関係を築いて
いくためにいかに対処すべきかを洞察していただきまし
た。
初めに，大学院ヘルスバイオサイエンス部防環境栄養
学分野の太田房雄氏には，「食と安全」と題し，食品安
全を確保する制度や行政について触れた後，BSE 問題
は「安全」としての科学的側面，産地偽装問題などは「安
心」としての心の側面であり，両者の違いを解説してい
ただきました。また，食品添加物につき，ADI（acceptable
daily intake）や基準の簡単な説明に加え，第二次世界
大戦後の食中毒動向を示し食品の安全性を脅かす因子を
分類し，国内で話題となっている病因（ノロウイルス，
O１５７等）の特質を説明していただきました。さらに，
食品の安全性を地球規模で脅かす病原因子（ビブリオ
菌）を徳島県周辺の海岸から分離してその遺伝子学的特
性を調べた結果，海洋を通して世界で流行している株
（VP４７）と同じ病原遺伝子（tlh，tdh trh）を有する菌
株が分離されることを報告し，本菌による周辺海域で取
れる海産物へのリスクを言及していただきました。一方，
BSE や交通事から受ける障害リスクを単純な確立論で
説明し，食の安全には食物連鎖の観点から陸地と海洋を
含む環境の保全が重要であることから関係省庁，自治体
間及び国際間での情報交換が重要である上に，個人個人
においてもその必要性を解説していただきました。最後
に日常生活の中でできる食の安全に対する対処法（手洗
いや消毒法）を具体的な実験により紹介していただきま
した。
次に総合科学部環境化学研究室の山本裕史氏には「水
と健康」と題して，あらゆる生物には水が約６０％以上含
まれることから水の重要さ，続いて水の物理化学的特質
を解説していただきました。次に，徳島市の上水道シス
テムについて取水場（取水口，沈砂池），浄水施設，排
水施設等を紹介いただき，安全で美味しい水とは何かに
ついて問題提起されました。また，徳島県は全国でも最
も下水道普及率の低い県であり，日常生活からの汚水（生
活排水）は十分処理されずに水環境中に排出されている
事実を述べられ，生活排水中に排出された有害汚染物質
について，水棲生物への毒性や環境中での挙動，動静に
ついても報告していただきました。
続いて工学部化学応用工学科の本仲純子女史には「海
洋汚染と生活」と題して，まず進行する海洋汚染の現状，
その原因の分類（国連海洋法条約），特に近年注目され
ている海洋汚染として，都市排水が引き起こす赤潮や青
潮，海洋生物の体内に蓄積される重金属類による海洋汚
染，中でも，船底につく貝類の付着防止に有用な有機ス
ズ化合物の影響，また事故などで流出する重油や有害廃
棄物が海洋の生態系へ及ぼしている実態を写真などで示
していただきました。さらに，世界で登録されている
２，６００万種類を超える化学物質の中でも内分泌攪乱物質
や難分解性の DDT や PCB 等無数の有機塩素化合物が
最終的に流れ込み蓄積していく海洋で生態系が乱れてい
る事実を述べ，生命の源である海洋保全の需要性を訴え
ていただきました。
その後，総合科学部環境化学研究室の関澤 純氏には，
環境ホルモンといわれる外因性内分泌攪乱化学物質のリ
スクアセスメントとして有害性の確認，容量－反応性の
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判定，暴露評価及びリスク判定の解説から始まり，最大
無有害用量（NOAEL，no observed adverse effect level
）以下の低用量に暴露されてもヒト及び多くの動物が影
響を受けることに関する世界保健機関（WHO）の国際
的な化学物質安全性評価の専門家グループの報告を踏ま
え，同氏らが厚生労働科学研究で行った研究成果の一部
を解説していただきました。また，ヒトを初め種々の動
物の免疫・神経・生殖器系などに与える影響について暴
露時間，観察時期などの点から低用量のビスフェノール
A に関する２０００年から２００５年までの多数の文献を検討
した結果，（１）神経系が本物質に感受性が高いことが否定
できないこと，（２）体重減少については，米国国家毒性計
画長期毒性試験で示された最小毒作用用量（NOEL，no
observed effect level）以下でも影響が見られるので，５０
mg/kg/日の ADI を見直す必要性があることを示して
いただきました。また，今後も数年間の調査研究の集積
に基づいて試験法，影響及びリスクの評価法を検討した
上で，いくつかの重要な物質について人が曝露される範
囲でのリスク検討の必要性を説いていだきました。
最後に大学院ヘルスバイオサイエンス部視覚病態学の
四宮加容女史には，社会環境の変化によって増加して来
たパソコンや携帯電話，ゲーム機など IT（Information
technology）機器を使うことで起こる IT 眼症について，
まず，その定義，続いてそれから生じる種々のテクノ眼
症や VDT（visual display terminal）の自覚・他覚症状
を示していただきました。その中でも最も多いドライア
イの発症機序，個人の発症素因，検査と治療などを解説
していただき，また，厚生労働省が推奨する２００２年のガ
イドラインを引用しながら，職場環境における VDT 予
防を詳細に説明していただきました。
以上「環境と日常生活」に関するいずれの課題もグロー
バル化し，一つの国では解決できずにわれわれの日常生
活に深く関連しています。健康を損なわず安心して食を
楽しみながら日々を送るためには，食物連鎖を生む地球
上の全環境が食の安全を左右することを理解するととも
に，VDT を含めたこれらの問題に対する対策と予防に
は国と個人のレベルにおける IT を駆使した情報交換が
何より重要であり，日常生活の改善に向けて個人の努力
と地方や政府による対策や規制が国際協力の下に行われ
なければなりません。本特集が一助となれば幸いです。
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